
この取扱説明書は、基本的なご使用方法および
扱い方について説明しております。
ご使用前によくお読み頂き、安全作業のため使用
上の注意を守って正しくお使い下さい。 

●

開閉ロック式（スイベル付）

SLH-ASB



水平ヨコ吊クランプ
（HPC-N）

ヨコ吊クランプ

タテ吊クランプ（SVC）

タテ吊クランプ

スーパーフットロック
（SDH3）

フォークリフト用吊フック
（FLH）
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ワイヤロープの最大許容負荷重（安全荷重）も吊角度により変化します。
したがって吊角度にご注意の上、正しい径のワイヤロープを選定の上お使い下さい。

ワイヤロープの吊角度と安全荷重相関表（２点吊の場合）

★3ton用のワイヤロープの径を求めるときは、

※算出された数値は目安としてご参照ください。

★12mm径のワイヤロープの使用荷重（安全荷重）を求めるときは、

ワイヤロープの径と安全荷重の簡易算出表（１本吊の場合）

①　D=　W×C
①　D=　W×C

20mmD=　3×120=　360=19→

W= 120
12²  = 120

144 =1.2→ 1.2ton

Ｄ＝ワイヤロープの径mm
Ｗ＝安全荷重ton
Ｃ＝常数＝120

（安全率Ｓ＝6とする。）

②　W= C
D²

②　W= C
D²

ワイヤロープの吊角度と安全荷重

D W

）
る
す
対
に
本一
（

重

荷

全

安

（角度吊による、吊上げ効率の変化・％）
 安全率 
Ｓ＝6 100% 96% 86%

（mm） （ton） ワイヤロープ2本使用時の最大許容負荷重 ）not（）重荷全安（

 6  0.30  0.60  0.57  0.51
 8  0.53  1.07  1.03  0.92
 9  0.67  1.35  1.30  1.16
10  0.83  1.67  1.61  1.44
12  1.20  2.41  2.32  2.08
14  1.64  3.28  3.15  2.83
16  2.14  4.28  4.12  3.69
18  2.72  5.44  5.23  4.69
20  3.35  6.70  6.44  5.77
22  4.06  8.12  7.81  7.00
24  4.82  9.65  9.28  8.32
26  5.66 11.3 10.8  9.76
28  6.58 13.1 12.6 11.3
30  7.55 15.1 14.5 13.0
32  8.58 17.1 16.5 14.8
36 10.8 21.7 20.8 18.7
40 13.4 26.8 25.8 23.1

■ JIS G 3525 6×24　A種
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■用　途

■特　長

■仕　様

品　番 最大容量（ton） 質量（kg）
SLH3ASB 3

 
4.8

開口部が大きく開く構造になっていますので、敷鉄板などの吊り荷の取り付け取り外
しが容易に行えます。
敷鉄板を吊上げる場合、フック先端部を30mm以上差し込んで吊り上げるだけで、自
動的に開口部に閉鎖ロックが掛かりますので、安全かつ楽に作業が出来ます。
通常、フック等で敷鉄板を敷設した場合、地面と敷鉄板との間にフックが挟まれ外す作
業が面倒でしたが、本機の開放ロック機構を使えば簡単に取り外すことが可能ですの
で、作業の効率化が図れます。
吊環部分はボールベアリングスイベル付のため、ワイヤロープ等のより戻しがスムー
ズにできます。
主要部品は特殊合金鋼の型鍛造品で最適な熱処理が施されていますので、強靱で耐
久性は抜群です。

1.

2.

3.

4.

5.

　土木・建設業界等で使用される敷鉄板の敷設や、撤去時の吊り作業に最適なフックです。
またワイヤロープやスリングベルトを使用しての吊り作業や直吊り作業にも幅広く使用出来
ます。

SLH-ASB
開閉ロック式（スイベル付）

18

22

33

φ59

64

φ32

88

取扱説明書と点検基準
18
1

17
3

40
3

33

168
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■部品名称
番号 部品名称 部品記号 数量

注：ー1）部品注文の際には、部品記号の後に呼び容量とASBの記号を併記して下さい。
　   　（例：SLH3ASB用レバーは、SLHL3ASBとする。）
　　

シャックル
シャックル
スイベル
鋼球
オイルシール
六角穴付きボタンボルト
スプリングワッシャ

1
9
10
11
12
13

1
1
10
1
1
1

番号 部品名称 部品記号 数量
SLHBSLHH

1

1
1

1

1
1

1SLHL

SLHS

支持ボルト・ナット（シャックル用）
支持ボルト（シャックル用）
ナット（シャックル用）
スプリングピン（支持ボルト用）

レバー

3
4
5

支持ピン（レバー用）
支持ピン（レバー用）
止ねじ

6
7
8

2
SLHC

ば　ね

本　体
(フック)

①

⑨

⑩×10⑬

⑫

②

③

④ ⑥⑤

⑧

⑦

⑪
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■取り扱いについて
1. 操作方法

レバーを矢印の方向に押し下げるとシャックルが自由状態となります。（図1）
レバーを下げた状態で、シャックルを矢印の方向に約90度回転させてレバーから手
を放しBの位置で止めて下さい。（シャックルは閉じる方向にのみ回転可能です。）（図2）
通常、この状態で吊り荷に取り付けて吊り上げ作業を行って下さい。シャックルの先端
部が地面や障害物に当って取り付け困難な場合は、シャックルをさらにAの位置まで
回転させて取り付けを行って下さい。（図3）ただしAの位置ではシャックルは開放状
態でロックされていますので、吊り上げる前に必ずBの位置まで戻してから吊り上げ
作業を開始して下さい。
敷鉄板を吊り上げる場合は、穴にフック先端を30mm以上差し込んだ状態で吊り上
げを開始して下さい。吊り上げを開始するとシャックルは自動的に閉じて閉鎖ロックが
掛かります。ただし吊り上げる前にはシャックルが必ずBの位置にあることを確認して
下さい。
吊り荷からフックを取り外す時は、レバーを押し下げてシャックルをAの位置まで回転
させてから、レバーを放すと開放ロックが掛かりシャックルは開いた状態で固定されま
す。通常はこの状態で吊り荷よりフックを取り外して下さい。敷鉄板の敷設作業時、フ
ックが地面などと挟まって取り外し困難な場合でも、開放ロックが掛かった状態でクレ
ーン等で巻き上げれば自動的にフックを外すことができます。

①
②

③

④

⑤

Aの位置の状態（開放ロック状態）Bの位置の状態

シャックル シャックル

レバー

押し下げる

A

B

（図3）

（図1）

（図2）
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2.吊り上げ作業方法
◯敷鉄板吊りに使用のとき
（1）敷鉄板の吊り穴が吊り上げ可能な形状寸法になっているかを確認して下さい。（図4）

（2）シャックルを開放状態にして、敷鉄板の吊り穴からフック先端を30mm以上差し込
 　 んで下さい。（図7）

（3）衝撃を与えないように垂直に吊り上げて下さい。シャックルが開放ロック状態の場合
　　は、必ずロックを解除［P.11の（図2）Bの状態）］してから吊り上げて下さい。（図9）

吊り穴位置が敷鉄板の端面より60mmを超える位置にある場合、敷鉄板が動揺
した場合、シャックル部に当たり各部が破損する恐れがありますので使用出来ま
せん。（図5）
敷鉄板の吊り穴の径が60mm未満の場合、フック部が十分に差し込めないため
フック先端に偏荷重が掛かり破損する恐れがありますので使用出来ません。（図6）

●

●

●

●

敷鉄板の外側よりフックを差し込みますと、シャックル先端が敷鉄板に当り閉鎖ロ
ックが掛からない恐れがありますので、必ず吊り穴側からフックを差し込んで下さ
い。（図8）

吊り上げていきますと（図10）のように敷鉄板が回転し、自動的に閉鎖ロックが掛
かります。
万一敷鉄板がスムーズに回転しない場合や、閉鎖ロックが掛からない場合は、作
業を中止し一旦降ろしてから再度吊り上げて下さい。

60mm以上

60
m
m
以
上
20
m
m
以
上

60
m
m
以
下

9～32mm

（図4） （図5） （図6）

（図7） （図8）

当たる

60mmを
超える場合

60mm未満

1

必ず30mm以上
入れて下さい。

禁止 禁止

禁止指示

指示
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●

●

●

●

●

吊り上げ時、敷鉄板が地切りする前に必ず閉鎖ロックが掛かっている事を確認し
て下さい。
吊り上げ時は敷鉄板が思わぬ方向に移動する場合がありますので、危険範囲に
は立ち入らないで下さい。
敷設された敷鉄板を吊り上げる場合は、地面に埋まっている場合や密着している
場合がありますので、オーバーロードにならないよう注意して下さい。

吊り上げた後の移動は、敷鉄板を動揺させたり衝撃を与えたりしないでゆっくりと
行って下さい。また強風や作業者が危険範囲内に立ち入っていないかなど安全確
保を行って下さい。
敷鉄板を着地させる時は吊り上げ時と同じ方向に降ろして下さい。（図11）

フックが敷鉄板と一緒に傾いた状態になった場合は、再度吊り上げてから降ろし
て下さい。フックが傾いた状態で使用すると偏荷重が掛かり破損する恐れがあり
ます。（図12）
吊上げ時と逆の方向に降ろさないで下さい。逆の方向に降ろしますと、敷鉄板が
フック先端やシャックル先端に当たり破損する恐れがあります。（図13）

（図9） （図10）

回転

（4）

（5）

倒す方向
（図11） （図12）

（図13）
倒す方向

傾いたまま

閉鎖ロックが
掛かっている事

回転

危険

禁止禁止指示
着地
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（6）敷鉄板を着地させた後、11ページ
　　（図3）の開放ロック状態にして吊り
     上げますと自動的に敷鉄板より
     フックが外れます。（図14）

（7）敷鉄板を重ねて置く時は（図15）のように
　  吊り穴が重なり合わないように、35mm
     以上の間隔をあけて積んで下さい。

（1）ロープを掛ける場合はフックの中心に掛けて下さい。

（2）2点吊りをする場合の吊り角度は30度以内として下さい。（図17）

（図14）

外れる

吊り上げる開放ロック状態

（図15）

35mm以上

◯ワイヤロープやスリングベルトに使用の時2

先端より50mm以内にロープを掛けないで
下さい。(図16）
ロープが先端方向に滑って抜け落ちる恐れ
があります。

●

2点吊り以上の場合はマスターリングを使用されるのが安全です。（図18）
吊り荷の重心を割り出して偏荷重にならないようにして下さい。偏荷重の状態で
吊り上げるとロープがフック先端側に滑って開口部より抜落ちる恐れがありま
す。（図19）

●

●

（図16）

50mm以内
使用禁止

マスターリング

30度以内

（図17） （図18） （図19）

禁止

禁止

指示

指示
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（図20）

（図21）

（図22）

（3）フック開口部に直接、荷重が掛からないようにして
　  下さい。この部分に荷重が掛かりますとシャックル
     が押し開けられてロープが抜け落ちる恐れがあり
     ます。（図20）

（4）ロープは二つ折りにして掛けないで下さい。
　　必ずアイ加工部（端部）をフックに掛けて下
　　さい。（図21）

抜ける

◯アイピース吊りに使用のとき3

アイピースの吊り穴は右図の形状・
寸法以外では使用しないで下さい。
（図22）

20
m
m
以
上
60
m
m
以
下

9mm～32mm

φ
60mm以

上

◯分解方法

◯組立方法

ナット（シャックル用）を固定しているスプリングピンを、ピンポンチ等で抜き取って
から、ナット（シャックル用）を取り外し、支持ボルト（シャックル用）およびシャックル
を取り出して下さい。
支持ピン（レバー用）を固定している、止ねじをマイナスドライバーで取り外し、支
持ピン（レバー用）・レバー・ばねを取り出して下さい。
六角穴付きボタンボルト・スプリングワッシャを取り外し、ボルト穴から鋼球（10個）
を取り出して下さい。（グリスで粘着して鋼球が取り出しにくい場合は、マグネット
等で吸着して取り出して下さい。）
シャックルからスイベルおよびオイルシールを取り外して下さい。

1

2

（1）

（2）

（3）

（4）

シャックルにオイルシール・スイベルを取り付けて下さい。
スイベルのボルト穴から鋼球（10個）を挿入して下さい。
六角穴付きボタンボルトのねじ部に市販のシールテープを1周半程度巻き付け、
スプリングワッシャと共にスイベルのボルト穴に取り付けて下さい。なお、シール
テープはボルト先端から見て時計回りにテープを巻き付けて下さい。
以降は分解方法（２）（１）を逆の順序で作業を行って下さい。

（1）
（2）
（3）

（4）

3.部品の分解・組立方法

禁止

禁止
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注　意
最大容量以内で使用して下さい。
本書に記載する適用範囲の形状・寸法の吊り荷以外には使用しないで下さい。
吊り荷と吊上げ方向は一直線上になるよう真っ直ぐに吊って下さい。（図23）
吊り上がった時に、フックが傾いた状態やシャックルに対して斜めに力が掛かった状態の
ままになると偏荷重が掛かり、フックが破損する恐れがあります。（図24）

矢板の引き抜き作業など本書に記載のない吊り荷には使用しないで下さい。
敷鉄板の吊り上げは、必ず1枚ずつ吊り上げて下さい。
吊り上げ時は必ず閉鎖ロックが掛かっている事を確認して下さい。
2個以上の物を同時に吊り上げないで下さい。
吊り荷やフックに衝撃を与えないで下さい。
使用前には必ず各部に異常がないか確認・点検を行って下さい。
閉鎖ロックが掛からない、またはその他異常が見つかった場合は、本フックの使用を中止し
て下さい。
改造しないで下さい。加熱・加工などを行った場合は著しく品質（強度）の低下を招きます。

フックが傾いている フックが傾いている

指示 指示
禁止 禁止 禁止 禁止

（図24）

（図25）

（図23）

吊り上げの際は吊り荷が地面を離れる瞬間に予期せぬ方向に移動することがありますの
で、吊り上げを一旦停止し重心の状態、吊り位置など安全状況を確認の上、吊り上げて下
さい。フックに荷重が完全に掛かりバランスがとれるまでは危険時間です。
吊り上げ運搬中や反転作業中には、吊り荷の落下、転倒範囲内に立ち入らないで下さい。
（図25）
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吊り上げ作業中はフックや吊り荷を他の物に当てたり引っ掛けたりしないで下さい。
（特に吊り下ろし作業中はご注意下さい。）衝撃やロープのゆるみで落下事故の原因となり
ます。
加熱物又は腐蝕液中での使用は、安全率、耐久度が低下しますので使用しないで下さい。
フックを吊り荷に取り付けたままで、電気溶接をしないで下さい。
日常の点検および注油を行って下さい。

フックで吊った荷に、人は乗らないで下さい。 また、人の乗る用途には、絶対に使用しない
で下さい。

その他

日常点検

補修部品・修理のお問い合わせについて
補修部品・修理を必要とされる場合は、本フックの使用を中止し、その旨、裏表紙の
（株）スーパーツールの各支店・営業所迄ご連絡下さい。

　作業の安全と能率低下を防ぐためにも日常の点検と手入れを実施して下さい。
1.フックやシャックル等の部品にきずや割れ等の破損が無いか。
2.ボルト・ナットやピン類の取付け状態は良好か。
3.各部の作動及び注油の状態はよいか。
4.その他点検基準を参照下さい。
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■点検基準

項　目 点検方法 使 用 限 界 処置

●きず・割れがないか。
　（目視またはカラーチェック）

●目視などで確認された時。

●目視などで確認された時。●きず・割れがないか。
　（目視またはカラーチェック）

●ボルト穴の摩耗や変形がないか。
　本体溝部の変形がないか。
　（測定具）

●穴や溝部の摩耗や変形がないか。
　（測定具）

●各部に変形がないか。
（測定具）

●吊部の摩耗や変形がないか。
（目視）

本
　
　
体

シ
ャ
ッ
ク
ル

廃
　
却

取
　
替

●穴径が円周上の1ヶ所でも下記数値以上になった時。
　本体溝部が、下記数値以上になった時。

●穴径が円周上の1ヶ所でも下記数値以上になった時。
　溝幅が、下記数値以上になった時。

●下記数値以上になった時。

●鋭角な摩耗・変形が発生した時。

（
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

22.8mm φ20.6mm

φ
12
.6
m
m

5mm

93
mm

φ20.5mm

12
m
m
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項　目 点検方法 使 用 限 界 処置

●湾曲や変形がないか。
（測定具）

●下記数値以上になった時。

●スイベルが滑らかに回転するか。 ●鋼球溝部に深い圧痕があり、スイベルが滑らかに
 　回転しない時。

●スイベルが滑らかに回転するか。 ●鋼球溝部に深い圧痕があり、スイベルが滑らかに
 　回転しない時。

●球直径が球上の1ヶ所でも7.8mm以下になった時。
　スイベルが滑らかに回転しない時。

シ
ャ
ッ
ク
ル

取
　
替

鋼 

球

六
角
穴
付
き
ボ
タ
ン
ボ
ル
ト
・

ス
プ
リ
ン
グ
ワ
ッ
シ
ャ

オ
イ
ル

シ
ー
ル

支
持
ボ
ル
ト
・
ナ
ッ
ト

（
シ
ャ
ッ
ク
ル
用
）

取
　
替

締
付
調
整

取
　
替

取
　
替

取
　
替

●目視などで確認された時。

●右記数値を超える時。

●きず・割れがないか。
（目視またはカラーチェック）

●欠落・破損・緩みがないか。
（目視）

●欠落・破損がある時。

●緩んでいる時。

●各部に摩耗や変形がないか。
（測定具）

●摩耗や変形がないか。
（測定具）

●摩耗や破れがある時。●摩耗や破れがないか。
（目視）

ス
イ
ベ
ル

2mm

2mm以上

15
m
m
以
下

φ
33
m
m
以
上

5mm
10mm

取
　
替

●軸部直径が円周上の1ヶ所でも
　19.5mm以下になった時。
●目視等で確認された時。

●0.5mm以上の湾曲や変形
　がある時。

●破損、緩み、外れている時。

●ボルト軸部の摩耗がないか。
（測定具）
●きず・割れがないか。
（目視またはカラーチェック）

●湾曲や変形がないか。
（目視または測定具）

●ナット・スプリングピンの取り
　付け状態はよいか。
（目視）

φ19.5以下

0.
5m
m
以
上
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●レバーを押した時、適当な反発
　力があるか。

●閉鎖ロックが掛かるか。 ●閉鎖ロックが確実に掛からない時。

●変形その他により正常な反発力がなく、レバーの
　動きが悪い時。

項　目 点検方法 使 用 限 界 処置

レ
バ
ー

取
　
替

取
　
替

取
　
替

●穴や溝部の摩耗や変形がないか。
　（測定具）

●閉鎖ロックが掛かるか。

●穴径が円周上の1ヶ所でも下記数値以上になった時。
　溝部の幅が下記数値以上になった時。

●ばねの反発力に異常がないにも関わらず、閉鎖ロック
　が掛からない時。

●軸部直径が円周上の1ヶ所でも11.5mm以下に
　なった時。

●ピン軸部の摩耗がないか。
（測定具）

●止ねじの欠落・緩みがないか ●止ねじの欠落・緩みがある時。

支
持
ピ
ン

（
レ
バ
ー
用
）

ば
　
ね

φ
12
.5
m
m

φ
11
.5
以
下

11
m
m
以
上



SLH-ASB

ス
イ
ベ
ル

鋼
球

オ
イ
ル
シ
ー
ル

支
持
ピ
ン(

レ
バ
ー
用)

六
角
穴
付
き
ボ
タ
ン
ボ
ル
ト
・

ス
プ
リ
ン
グ
ワ
ッ
シ
ャ

支
持
ボ
ル
ト
・
ナ
ッ
ト

(

シ
ャ
ッ
ク
ル
用)



本社・工場
大 阪 支 店
東 京 支 店
　
名古屋支店
札 幌
仙 台
北 関 東
広 島
福 岡

〒599-8243
〒599-8243
〒142-0041
　
〒460-0026
〒003-0029
〒984-0831
〒337-0004
〒733-0012
〒812-0015

TEL.072-236-5521（代）
TEL.072-236-5526（代）
TEL.03-5750-2341（代）
　
TEL.052-323-0701（代）
TEL.011-864-3581
TEL.022-294-1922
TEL.048-682-5000
TEL.082-293-5570
TEL.092-431-1897

FAX.072-236-5785
FAX.072-236-3817
FAX.03-5750-2347
　
FAX.052-323-0720
FAX.011-864-3590
FAX.022-285-1513
FAX.048-682-5059
FAX.082-293-5531
FAX.092-431-1909

大阪府堺市中区見野山158番地
大阪府堺市中区見野山158番地
東京都品川区戸越3丁目4-18
ゴールドステージビル4F
名古屋市中区伊勢山1丁目2-4
札幌市白石区平和通3丁目北4-20
仙台市若林区沖野2丁目8 - 5
さいたま市見沼区卸町2丁目6-9
広島市西区中広町2 - 1 4 - 2 7
福岡市博多区山王1丁目14-20 104

□
□
□

□
□
□
□
□
□

https：//www.supertool.co.jp/

’25.8


